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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和４年度第１２回板倉区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

  〇自主的審議事項 

 ・廃校した小学校の維持管理と利活用について（公開） 

  〇その他 

   ・板倉保養センターの今冬の営業について（公開） 

   ・新市建設計画の変更について（公開） 

   ・他区の地域活性化の方向性について（公開） 

３ 開催日時 

令和４年１２月２日（金）午後６時００分から午後６時３０分まで 

４ 開催場所 

板倉コミュニティプラザ ２０１・２０２会議室 

５ 傍聴人の数 

２人 

６ 非公開の理由 

  ― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）の氏名（敬称略） 

・委 員：平井 夫（会長）、古川政繁（副会長）、池田光男、小林政弘、 

植木節子、手塚哲夫、山本 、下鳥治、田中睦夫、長藤豊（３人欠席） 

・事務局：板倉区総合事務所 古澤所長、一藁次長、関根産業グループ長、市村

市民生活・福祉グループ長兼教育・文化グループ長、大堀建設グルー

プ長、佐藤総務班長、小池地域振興班長、橋詰主査、金井主任 

（以下グループ長はＧ長と表記） 

８ 発言の内容（要旨） 

【一藁次長】 

・会議の開会を宣言  
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【平井会長】 

・挨拶 

【古澤総合事務所長】 

 ・挨拶 

【平井会長】 

・条例第８条２項の規定により、半数以上の委員の出席を確認。会議の成立を報告。 

・会議録の確認を長藤委員に依頼。 

４報告事項 廃校した小学校の維持管理と利活用について事務局からの説明を求

める。 

【小池地域振興班長】 

 ・資料１に基づき説明 

【平井会長】 

  質問、意見のある方の挙手を求める。 

【長藤委員】 

  裏面の一行目の「複数で漏水している」というところがおかしいと思う。「複数

箇所で」に直してもらいたい。この内容に直接絡むわけではないが、先日、水道

料金のことに関して、「基本料金は市で負担し、従量料金は借り受け側で負担する

筈だが、その辺はどうなっているか」と筒方地区連協会長に確認したところ、「前

年実績と同量を想定し、料金を払うことになっている」と言われた。しかし、先

日開催された新そばまつりは今回が初めてなので、前年同月で判断することは出

来ないと思うので、その辺が気になる。ガス水道局の方でどういった判断になる

のか、必要以上の負担が発生しないように考慮いただきたい。 

【小池地域振興班長】 

  新そばまつりでの１日の水道の使用料は総合事務所で把握している。ガス水道

局と協議しながら負担とならないよう考慮させていただきたい。 

【池田委員】 

  意見書の案のとおり、ぜひこの意見書の方向性で予算を獲得していただきた

い。 

【平井会長】 
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  他に意見、質問はあるか。 

  （意見、質問なし。） 

  修正箇所について一部意見があったが、これについてはどうか。原文のままで

いいのか、提案のあったように修正するかいかがか。採決を採る。 

  原文のままでよいという方は挙手を求める。 

  （挙手多数） 

原文のままということで意見書を提出する。 

自主的審議事項の「廃校した小学校の維持管理と利活用について」は、今回は

旧筒方小学校の漏水の修繕について、筒方地区からの要望があり意見書というか

たちとなった。今後、旧宮嶋小学校、旧山部小学校、旧寺野小学校も含めて、審

議を進めていきたいと思う。 

  次に、５その他、事務局からの説明を求める。 

【一藁次長】 

 ・板倉保養センターの今冬の営業について、資料のとおり説明。 

【小池地域振興班長】 

 ・新市建設計画の変更について（通知）について、資料のとおり説明。 

  他の区の地域活性化の方向性の資料を配らせていただいた。名立区、牧区、頸

城区のものである。作成日が各資料に記載してある。現在２８区で地域活性化の

方向性が協議されていて、板倉区においても前回の会議において決めていただい

た。この地域活性化の方向性は上越市のホームページで公表させていただいてお

り、板倉区の地域活性化の方向性についても公表している。板倉区の地域活性化

の方向性については、１２月２５日発行の地域協議会だよりにおいて、区の皆さ

んへ周知させてもらう。他の区の地域活性化の方向性についても決まり次第、順

次情報共有させていただく。 

【平井会長】 

 ・次回の地域協議会の日程等について確認 

 ・第１３回の地域協議会を１月２０日（金）に開催することを決定 

 他にないか。 

【小林委員】 
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  自主的審議事項で、板倉区の未来を拓く観光についてということで、９月に３

団体との意見交換があったが、あの中で共通課題が出て、皆さんお分かりだと思

うが、これからの進め方として核となる組織をどうするかということが大きな問

題だと思う。これについて、作業部会でもいいが、どのように進めていくか、真

剣に進めていかないと前に進まない感じがする。それについて事務局はどのよう

に考えているか。 

【小池地域振興班長】 

  現在全体会で進めている自主的審議事項には２つのテーマがあって、今小林委

員が仰られたのは、その１つの観光に関してになる。本日のテーマはもう 1つの

廃校の活用に関してということだったが、どちらを優先させるかということに関

しては、まず観光の方かと事務局でも思っている。進め方については会長、副会

長と相談しながら決めさせていただこうと思っており、まだ事務局の案もない状

態である。皆さんでいい案があれば発言していただきたい。 

【平井会長】 

  他にないか。 

  （意見、質問なし。） 

  その他については以上とする。 

【古川副会長】 

・挨拶 

【一藁次長】 

以上で、第１２回板倉区地域協議会を終了する。 

９ 問合せ先 

  板倉区総合事務所 総務・地域振興グループ 

  TEL：０２５５－７８－２１４１（内線１２３） 

  MAIL：itakura-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

  別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

 

                                          


